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ミ・ベモル サクソフォン
　 　アンサンブル
音の泉コンサート2021



初めてその名前を聞いたとき、アミ子は

ちょっと舌を噛みそうな発音だな…とぼん

やり思っていました。正式名称はミ・ベモル 

サクソフォンアンサンブル。サクソフォン

てなに？という状態からスタートした吹奏

楽にうといアミ子ですが、サクソフォンと

はサックスのことなんです。サックスとい

われたら、あー、サックスね！あのジャズバー

（行ったことないけど）とかで吹いてる、

かっこいい楽器ね！とさすがに分かりました。

サックスって略語って知ってました？

そのサクソフォン（サックス）奏者のみで

構成されているミ・ベモル サクソフォン

アンサンブル。日本だけではなく、香港、

上海、マレーシアといったアジアや、ニュー

ヨーク（アメリカ）、カナダ、フランス、

イタリア等ヨーロッパまでコンサートツア

ーを重ねる世界最高峰の超人気の楽団なの

です！そんなミ・ベモルが西宮アミティ・

ベイコムホールで2022年3月13日、「音

の泉コンサート」と題したコンサートを開

催しました！

この６種類のサクソフォン（サッ

クス）のみでオーケストラのよう

な大迫力の音楽ができあがるのが

とても不思議！

ピアノで「ド」を弾くとドの音が出ま

すが、サックスで「ド」を吹くと実音

では「ミのフラット」が鳴るようにつ

くられています。このような楽器のこ

とを移調楽器と呼びます。「ミ・ベモ

ル」というアンサンブルの名前の由来

にもなっているそうです

サクソフォン豆知識

可愛らしい高音が

キラキラ響きます

明るく、優しく、

人の声のように歌

います

渋い音色でジャズや演

歌の世界でも大活躍！

力強さと温かさを併せ

持った響きが魅力的！

低音でみんなを支え

る縁の下の力持ち！

長〜い管で低〜い

音を奏でます



第2部・ポピュラーステージで
はカラフルな衣装に！

１部のかっこいい雰囲気から
少しカジュアルな雰囲気に♪

世界で活躍するミ・ベモルらしく、色んな土地、四季を感じ、

想像力を膨らませながら楽しめる楽曲に心躍りました♪

「音の泉」コンサート、これ以外のタイトルは考えられな

いんですけど！と思うほど題名通りのステージ！サクソフォ

ンの音色が舞台から溢れ出し、シャワーのように身体中に降

ってくるんです！目をつむって聴いていると、ここはユート

ピアなの？と思うほど、とてもとても心地よい時間でした。

そんなミ・ベモルの皆さん、今年もアミティ・ベイコムホー

ルに再び来てくれます！詳細は裏面にて。

音楽のシャワー、皆も感じに来て！

このコンサートタイトル、

　　　　　 だれがつけたの？

ミ・ベモル YOUTUBE 西宮市文化振興財団
       YOUTUBE

公演内容はクラシックステージとポピュラーステージの2部制！

第１部・クラシックステージでの最初の曲はエルガーの《威風堂々》。

行進曲ということもあり、オープニングからわくわく感は最高潮に！！！

会場に早く来た方のおたのしみ♡
開演の15分前にはプレコンサートが！



心躍る音楽♪
このまちでは、犬はパワフルなロック音楽が、猫はきらめ

くジャズが好きと決まっています。違いを認められない犬

と猫はけんかばかり。

ところが、子犬のハリーはすべるようなメロディーを聞い

てから、すっかりジャズに夢中。ジャズのリズムに合わせ

てサックスを吹けば遠くまで響く音色にワクワクします。

犬たちはそんなハリーを笑い、猫たちは仲間に入れてくれ

ません。しかし、心のままに好きな音楽を楽しむハリーに、

まちにも変化が起こります…。

マリー・フォークト／作　ひびのさほ／訳　世界文化社　2020年

読書振興課
（中央図書館）

司書　舩附 智美さん

「JAZZ DOG こいぬのハリーがゆめみたおんがくかい」
おすすめしてくれたのは…

ミ・ベモル特集になった今号ですが、本番前、のほほ～んとリハー

サルを覗こうとホールへ行くと、いつもニコニコなミ・ベモルのイ

メージとは違う、真剣すぎるプロの現場に遭遇。写真を撮るのもド

キドキしちゃうほどの緊張感！演奏会での優雅な演奏の裏には、日

々のたゆまぬ練習があるからなんですよね。当たり前なんだけど、

この方たちは生まれながらにしてこの技術を持っている超人なので

は…！と凡人アミ子は勘違いをしてしまいがちで…。

毎日の積み重ねがあって、その先にプロの演者の道がある！改めて

懸命な練習の様子とメンバー皆さんのプロの顔を見せていただき、

私も日々頑張ろうと背筋がのびまくりました。職員が惚れ込み実現

した西宮での2年続けての公演、今年もたのしみです！

ちなみにわたしは葉加瀬太郎さんの「情熱大陸」を聴くと普段の１００倍ヤル気がみなぎってくるので、このアミティ

ータイム制作中もたくさん聴いていました。あなたにはパワーミュージックはありますか？

この絵本を選んだの
はサックスの表紙と
周りの犬や猫たちが
とてもおしゃれなこ
とがポイントです。
絵をじっくり楽しん
で、帽子やイヤリン
グもぜひ注目して欲
しいです。

音楽と一緒にたのしみたい絵本

発行：公益財団法人 西宮市文化振興財団
https//nishi-bunka.or.jp

〒662-0918　西宮市六湛寺町10-11
事業課　tel.0798-33-3146  fax.0798-33-3455

ふなつき ともみ


